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Cisco UCS E シリーズサーバの概要
Cisco UCS E-Series Servers（Eシリーズサーバ）は、次世代の Cisco UCS Expressサーバです。 E
シリーズサーバは、サイズ効率、重量効率、電力効率に優れたブレードサーバのファミリであ

り、Generation 2 Cisco Integrated Services Router（ISRG2）およびCisco 4451-Xサービス統合型ルー
タ（CiscoISR4451-X）に収容されます。これらのサーバは、オペレーティングシステム（Microsoft
Windowsや Linuxなど）上でベアメタルとして、あるいはハイパーバイザ（VMware vSphere
Hypervisor™、Microsoft Hyper-V、Citrix XenServerなど）上で仮想マシンとして導入される、ブラ
ンチオフィスアプリケーション向けの汎用コンピューティングプラットフォームを提供します。
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次の図に、Eシリーズサーバのハイパーバイザへの導入例を示します。

図 1： E シリーズサーバのハイパーバイザへの導入例

Eシリーズサーバでホスティングされる
仮想マシン（ハイパーバイザが Eシリー
ズサーバで実行されている場合のみ）
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ルータ（ハイパーバイザまたはベアメタル

オペレーティングシステムを実行）

3

サポートされる Eシリーズサーバおよび ISRごとにインストールできる Eシリーズサーバ
の最大数については、『Release Notes for Cisco UCS E-Series Servers』の「ハードウェア要件」
の項を参照してください。

（注）

サーバソフトウェア
Eシリーズサーバには、3つの主要ソフトウェアシステムが必要です。

• CIMCファームウェア

• BIOSファームウェア

•オペレーティングシステムまたはハイパーバイザ
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次の図に、ソフトウェアが Eシリーズサーバと連動する様子を示します。

図 2：サーバソフトウェア

CIMC ファームウェア

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）は、Eシリーズサーバのマザーボードに組み込ま
れている別の管理モジュールです。専用の ARMベースプロセッサ（メインサーバの CPUとは
分離している）が CIMCファームウェアを動作させます。システムは、現行バージョンの CIMC
ファームウェアが搭載された状態で出荷されます。 CIMCファームウェアは更新できますが、初
期インストールは必要ありません。

CIMCは Eシリーズサーバの管理サービスです。Webベースの GUIまたは SSHベースの CLIを
使用して、サーバにアクセスし、サーバを設定、管理、モニタできます。

BIOS ファームウェア

BIOSはシステムのハードウェアを初期化し、ブートデバイスを検出し、指定の順序でデバイス
をブートします。オペレーティングシステムをブートし、オペレーティングシステムが使用す

るハードウェアを設定します。 BIOSの管理可能な機能により、ハードウェアと連携して使用で
きるようになります。さらに、BIOSはシステムを設定し、ファームウェアを管理し、BIOSエ
ラーレポートを作成するオプションも提供します。

システムは、現行バージョンの BIOSファームウェアが搭載された状態で出荷されます。 BIOS
ファームウェアは更新できますが、初期インストールは必要ありません。

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザ

メインサーバの CPUは、Microsoft Windowsや Linuxなどのオペレーティングシステムか、ハイ
パーバイザで動作します。Microsoft Windows ServerまたはVMware vSphere Hypervisor™がプレイ
ンストールされている Eシリーズサーバを購入することも、独自のプラットフォームをインス
トールすることもできます。

Eシリーズサーバでテストされたプラットフォームについては、『Release Notes for Cisco UCS
E-Series Servers』の「Software Requirements」の項を参照してください。

（注）
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E シリーズサーバの管理
次の表に、Eシリーズサーバで使用される管理インターフェイスを示します。

表 1：E シリーズサーバ管理インターフェイス

説明管理インターフェイス

ホストルータと Eシリーズサーバを設定します。Cisco IOS CLI

Eシリーズサーバのアクセス、設定、管理、およびモニタに使用されるWebベー
スの GUI。

CIMC GUI

Eシリーズサーバのアクセス、設定、管理、およびモニタに使用される SSHベー
スの CLI。

CIMC CLI

サーバ設定およびステータスを表示し、SimpleNetworkManagementProtocol（SNMP;
簡易ネットワーク管理プロトコル）を通じて障害およびアラート情報を送信しま

す。

SNMP

E シリーズサーバオプション
Eシリーズサーバは次のオプションで提供されます。

•オプション 1：オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事前にインストールされ
ていない Eシリーズサーバ

•オプション 2：Microsoft Windows Serverが事前にインストールされた Eシリーズサーバ

Eシリーズサーバを購入するときに、イネーブルにしておきたいRAIDオプションを選択で
きます。

このオプションを購入すると、Microsoft Windows Serverライセンスが事前に
アクティベートされます。

（注）

•オプション 3：VMware vSphere Hypervisor™が事前にインストールされた Eシリーズサーバ

Eシリーズサーバを購入するときに、イネーブルにしておきたいRAIDオプションを選択で
きます。
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事前にインストールされているVMware vSphereHypervisor™のデフォルトユー
ザ名は rootです。この名前は変更できません。また、デフォルトパスワード
は passwordです。ログイン後に、パスワードを変更することを推奨します。

（注）

次の図に、Eシリーズサーバのオプションを示します。

図 3：E シリーズサーバのオプション

Cisco UCS E シリーズサーバスタートアップガイドリリース 2.x    
   OL-29450-01-J 5

Cisco UCS E シリーズサーバの概要
E シリーズサーバオプション



オプション 1（オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事
前にインストールされていない E シリーズサーバ）の基本的なワーク
フロー

次の図は、オプション 1（Eシリーズサーバオペレーティングシステムまたはハイパーバイザの
事前インストールなし）の基本的なワークフローを示しています。

図 4：基本的なワークフロー - オプション 1
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次の手順は、オプション 1（ハードウェアのみ。Eシリーズサーバオペレーティングシステムま
たはハイパーバイザの事前インストールなし）を購入した場合に実行する必要があるタスクの参

照先を示しています。

手順

目的コマンドまたはアクション

Eシリーズサーバのルータへのインストールを参
照してください。

Eシリーズサーバをルータにイ
ンストールします。

ステップ 1   

CIMCアクセスの設定を参照してください。CIMCアクセス用の CIMC IPア
ドレスを設定します。

ステップ 2   

CIMCへのアクセスを参照してください。CIMCにアクセスします。ステップ 3   

RAIDの管理を参照してください。RAIDを設定し、ディスクドラ
イブをブート可能にします。

ステップ 4   

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザ

のインストールを参照してください。

オペレーティングシステムをイ

ンストールし、必要に応じてド

ライバをインストールします。

ステップ 5   

ルータを経由するトラフィックにするかどうかを

応じて、次のいずれかを実行します。

ルータとEシリーズサーバ間の
内部接続を設定します。

ステップ 6   

•アプリケーションまたはオペレーティング
システムに対するトラフィックをルータ経由

にしない場合、サーバのホストオペレーティ

ングシステムを使用して Eシリーズサーバ
の外部 GE2または GE3インターフェイスを
設定します。

•アプリケーションまたはオペレーティング
システムに対するトラフィックをルータ経由

にする場合、Cisco IOSCLIを使用して、ルー
タと Eシリーズサーバ間の内部接続を設定
します。ルータと Eシリーズサーバ間の接
続の設定を参照してください。
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オプション 2（オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事
前にインストールされている E シリーズサーバ）の基本的なワークフ
ロー

次の手順は、オプション 2（Eシリーズサーバオペレーティングシステムまたはハイパーバイザ
の事前インストールあり）を購入した場合に実行する必要があるタスクの参照先を示しています。

手順

目的コマンドまたはアクション

Eシリーズサーバのルータへのインストールを参照
してください。

Eシリーズサーバをルータに
インストールします。

ステップ 1   

CIMCアクセスの設定を参照してください。CIMCアクセス用の CIMC IP
アドレスを設定します。

ステップ 2   

ルータを経由するトラフィックにするかどうかを応

じて、次のいずれかを実行します。

ルータと Eシリーズサーバ間
の内部接続を設定します。

ステップ 3   

•アプリケーションまたはオペレーティングシ
ステムに対するトラフィックをルータ経由にし

ない場合、サーバのホストオペレーティング

システムを使用して Eシリーズサーバの外部
GE2または GE3インターフェイスを設定しま
す。

•アプリケーションまたはオペレーティングシ
ステムに対するトラフィックをルータ経由にす

る場合、Cisco IOS CLIを使用して、ルータと
Eシリーズサーバ間の内部接続を設定します。
ルータと Eシリーズサーバ間の接続の設定を
参照してください。

CIMCへのアクセスを参照してください。CIMCにアクセスし、CIMCか
らMicrosoft Windows Serverに
アクセスします。

ステップ 4   
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オプション 3（VMware vSphere Hypervisor が事前にインストールされ
ている E シリーズサーバ）の基本的なワークフロー

次の手順は、オプション 3（EシリーズサーバVMware vSphere Hypervisor™の事前インストール
あり）を購入した場合に実行する必要があるタスクの参照先を示しています。

手順

目的コマンドまたはアクション

Eシリーズサーバのルータへのインストールを参照
してください。

Eシリーズサーバをルータに
インストールします。

ステップ 1   

CIMCアクセスの設定を参照してください。CIMCアクセス用の CIMC IP
アドレスを設定します。

ステップ 2   

ルータを経由するトラフィックにするかどうかを応

じて、次のいずれかを実行します。

ルータと Eシリーズサーバ間
の内部接続を設定します。

ステップ 3   

•アプリケーションまたはオペレーティングシ
ステムに対するトラフィックをルータ経由にし

ない場合、サーバのホストオペレーティング

システムを使用して Eシリーズサーバの外部
GE2または GE3インターフェイスを設定しま
す。

•アプリケーションまたはオペレーティングシ
ステムに対するトラフィックをルータ経由にす

る場合、Cisco IOS CLIを使用して、ルータと
Eシリーズサーバ間の内部接続を設定します。
ルータと Eシリーズサーバ間の接続の設定を
参照してください。

CIMCへのアクセスを参照してください。CIMCにアクセスし、CIMCか
らVMware vSphere Hypervisor™
にアクセスします。

ステップ 4   

このガイドで使用される共通用語
次に、このガイドで使用される共通用語をまとめます。
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表 2：共通用語

説明用語

Cisco Integrated Management Controller

CIMCは Eシリーズサーバの管理サービスです。 CIMCはサーバ内で動作します。 CIMCを
使用して別のサーバへのアクセス、設定、管理、およびモニタを行えます。

CIMC

コマンドラインインターフェイス。CLI

Integrated Management Controller.

IMCは Cisco IOSコマンドによって CIMCを設定するときに使用されます。

IMC

ボード管理コントローラ。BMC

オンボード LAN

共有 LOMインターフェイスは CIMCアクセスを設定するために使用されます。

LOM

Redundant Array of Inexpensive Disks

RAIDは Eシリーズサーバデータファイルを保存するために使用されます。

RAID
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